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 2009/10 シーズンにおけるインフルエンザの発生状況は，北海道，沖縄をはじめ各地で

特徴的な発生動向を示すとともに，多数の患者発生が報告された．三重県では，定点当

たり患者数累計（2009 年 36 週～2010 年 13 週）は全国で 10 番目と比較的多数の報告で

あった．迅速診断キット測定状況は患者報告計 32,587 人のうち 28,167 人（86％）が迅速

診断キットの結果に基づいて報告されていた．そのうち 283 名は B 型（陽性例数の 1.0％）

の報告であったが，この B 型陽性例には，かなりの偽陽性が含まれていることが示唆さ

れた．集団かぜ発生状況は，時間の経過とともに，概して高等学校→中学校→小学校→

幼稚園に移る傾向を示し，学校分類別総数に対する措置実施施設の割合は高等学校

85.4％，中学校 92.7％，小学校 94.6％，幼稚園 69.0％であった．また，患者総数（推計

値）は 329,590 人で，2000/01～2007/08 の 8 シーズンの季節性インフルエンザ患者を対象

として推計したシーズン当たり平均患者総数（推計値）162,987 人の約 2 倍の流行規模で

あったと考えられる．三重県では，180 例のインフルエンザウイルス NA タンパクのシ

ーケンス（アミノ酸解析）を完了し，2 例からオセルタミビル耐性株が検出され，その

うち 1 例は感受性株との混在株であった． 
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はじめに 
2009 年，メキシコ，北米での患者発生に端を

発した新型インフルエンザ（A/H1N1pdm)の流
行拡大を受け，わが国は水際対策を強化し，国，
地方自治体が積極的な対策を展開した結果，し
ばらくは新型インフルエンザの感染伝播が低く
抑えられていたが，その後夏季に入り全国各地
で“くすぶり流行”が続いた．小中高等学校等
の夏休みが終わった 9 月以降全国各地で集団感
染が急増し，2009/10 シーズンにおけるインフ
ルエンザの発生状況は，北海道，沖縄をはじめ
各地で特徴的な発生動向を示すとともに，多数
の患者発生が報告された．本シーズンは過去と
比較すると異例な流行様相を呈したため，今後
のインフルエンザ対策の一助とするため，
2009/10 シーズンの全国および三重県における
インフルエンザ発生動向の他，関連する情報を
報告する． 

方 法 
１．全国および三重県におけるインフルエンザ

患者発生動向 
感染症発生動向調査による全国還元情報およ

び三重県の同調査結果を用いた． 
２．三重県インフルエンザ定点における迅速診

断キット測定状況 
感染症発生動向調査により，三重県のインフ

ルエンザ定点（内科，小児科）から報告された
迅速診断キット測定結果（2009/10 シーズン）
を用いた． 
３．三重県における集団かぜ発生状況 
三重県健康福祉部健康危機管理室が県内小中

学校等からの発生報告を収集し，報告した集団
かぜ・インフルエンザ予防のための情報提供資
料を用いた． 
４．三重県におけるインフルエンザ患者総数年

齢階級別推計値と推定罹患率 







示した福井県の他，近畿以南の地域を中心に 23
県でピークを示した．また，沖縄県は，夏の大
きな流行の後減少傾向を示していたが，40 週を
境に再び増加に転じ，53 週に定点当たり 54.9
人とピークを示した後，2010 年 3 週まで定点当
たり 30 人以上の患者発生が続いた（図 2）． 
三重県においても 2008/09 シーズン 29～35 週

にかけ，桑名保健所管内において小中学校等で
の集団発生があったが，大きな流行にはいたら
なかった．2009/10 シーズンに入り，発生時期，
発生規模とも例年と異なり 44 週にピーク（定点
当たり 46.1 人）を示し，シーズンを通じた定点
当たり患者数累計（2010 年 13 週現在）は全国
で 10 番目となっている．また，保健所管内別で
見ると，北勢地域，特に桑名保健所管内で多数

の患者発生報告があった（図 3，4）． 
２．三重県インフルエンザ定点における迅速診

断キット測定状況 
三重県における 2009 年 36 週から 2010 年 13

週までの迅速診断キット測定状況をみると，患
者報告計 32,587 人のうち 28,167 人（86％）が
迅速診断キットの結果に基づいて報告されてい
た．そのうち 283 名は B 型（陽性例数の 1.0％）
の報告であった（表 1）． 
同期間に全国で分離・検出されたインフルエ

ンザウイルスは 21,306 株で，そのうち B 型が
64 株（0.30％）であり，三重県における迅速診
断キット B 型陽性例には，かなりの偽陽性が含
まれていることが示唆された．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年齢階級 0-4歳 5-9歳 10-14歳 15-19歳 20-49歳 50歳以上 合 計

2009年36週～2010年12週

患者総数（推計値）*1 38,090 90,464 77,433 39,271 63,922 10,365 329,590

年齢階級別人口*2 80,653 88,086 91,248 93,867 698,054 815,441 1,869,669

推定罹患率（％）*3 47.2 102.7 84.9 41.8 9.2 1.3 17.6

*2：年齢別人口 （平成20年10月1日現在）．合計には年齢不詳2,320人を含む．
*3：推定罹患率 （％）は週毎の推計値の総和により算定しており，100％を超える場合がある．

*1：全国インフル定点患者届出数と全国インフル患者総数（推計値）から週別，年齢階級別に係数を求め，三重県
インフルエンザ定点届出数に各係数を乗じて求めた推計値である．

(2010/3/17発表分まで)

区 分 幼稚園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 合計

閉鎖措置学校（園）実数（Ａ） 174 385 164 70 11 804

学校分類別の学校（園）総数（Ｂ）※ 252 407 177 82 16 934

措置割合（Ａ／Ｂ×100）（％） 69.0 94.6 92.7 85.4 68.8 86.1

※：2009年5月1日現在の三重県総数（専門学校、短大、大学、その他を除く）．

表１ 2009/10シーズン（2009年36週～2010年13週）三重県インフルエンザ定点（72機関）

における迅速診断キットの測定結果概要 

表３ 三重県インフルエンザ患者年齢階級別推計値 

表２ 学校分類別の学校（園）総数に対する措置割合 

測定結果内訳等 32,587 62,665 27,846 283 22 16 28,167 86.4

陽性例の比率（％） 98.9 1.0 0.08 0.06 100

キット
測定数

陽性例数

A型 B型 A&B型 計
（②）

型別
不明

項 目
キット判定率
②/①×100

（％）

患者
届出数
（①）





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．三重県における集団かぜ発生状況 
 2009/10 シーズンは，例年に比して，極めて
早い時期（初回は 2009/9/1）から休校，学級閉
鎖等の措置報告がなされ，当該措置は，時間の
経過とともに，概して高等学校→中学校→小学
校→幼稚園に移る傾向を示した．2010/3/17 発表
分までの学校分類別総数に対する措置実施施設
の割合は高等学校 85.4％，中学校 92.7％，小学
校 94.6％，幼稚園 69.0％であった（表 2）． 
４．三重県におけるインフルエンザ患者総数年

齢階級別推計値と推定罹患率 
 三重県における流行の目安として，全国にお
ける定点当たり患者報告数とそれを基に算出さ
れた全国インフルエンザ患者推計値から，週別，
年齢階級別に係数を求め，三重県における週毎
の定点当たり患者報告数に各々の係数を乗じて
県内の患者総数および罹患率を推計した．この
値はある程度の誤差を含むものと考えられるが，
2009/10 シーズンの三重県におけるインフルエ
ンザ患者総数（推計値）は 329,590 人で，2000/01
～2007/08 の 8 シーズンの季節性インフルエン
ザ患者を対象として推計したシーズン当たり平
均患者総数（推計値）162,987 人の約 2 倍の流
行規模であったと考えられる． 

2009/10 シーズンの年齢階級別罹患率（推計
値）は，5～9歳はほぼ100％，10～14歳は約80％，
0～4 歳，15～19 歳は 40％強，20 歳以上は 10％
弱と考えられる（表 3）．また，年齢階級別・週

別患者総数（推計値）は，流行開始後 40 週まで
は 15～19 歳の高校生を含む年齢層が最も多か
ったが，41～44 週は 10～14 歳が最も多く，こ
れらに続いて 5～9 歳がピークを示し，45～51
週は同年齢階級が最も多くなり，52 週からは就
学世代ではなく，20～49 歳の年齢層が多くなっ
た（図 5）． 
５．インフルエンザウイルス分離・検出状況 

2009 年 36 週～2010 年 10 週（2009/8/31～
2010/4/4）の全国におけるインフルエンザウイ
ルス分離・検出状況は，合計 21,306 件のうち新
型インフルエンザウイルスが 21,216 件で，全体
の 99.6％を占めていた．季節性インフルエンザ
ウイルスについては，45 週（11 月 2 日）以降 A
亜型は H1，H3 ともに分離・検出報告はなかっ
たが，2010 年 8 週以降，熊本県，福岡県等で
AH3 亜型の散発報告がある．また，B 型は 2009
年 47 週に大阪府，同年 50 週に新潟県，2010 年
2 週以降はほぼ毎週，少数ではあるが三重県を
含む各地で報告が続いている（表 4）3)． 
三重県においては 25 週（2009/6/15～21）に採
取された検体から初めて新型インフルエンザウ
イルスが検出され，それ以降 2010 年 9 週
（2010/3/1～7）までに採取された検体から合計 
214 件の新型インフルエンザウイルスが検出さ
れた．なお，2009 年 28 週までは季節性インフ
ルエンザウイルスの AH3 亜型と B 型が分離・
検出されていたが，29 週以降 2010 年 6 週まで 

Bﾋﾞｸﾄﾘｱ B山形 小計
25 6/15～21 2 (50) 1 1 1 2 4
26 6/22～28 3 (75) 1 0 1 4
27 6/29～7/5 4 (100) 0 0 4
28 7/6～12 9 (82) 2 2 2 11

29～31 7/13～8/2 13 (100) 0 0 13
32～35 8/3～8/30 43 (100) 0 0 43
36～39 8/31～9/27 16 (100) 0 0 16
40～44 9/28～11/1 46 (100) 0 0 46
45～48 11/2～11/29 30 (100) 0 0 30
49～53 11/30～1/3 24 (100) 0 0 24
1～4 1/4～31 16 (100) 0 0 16

5 2/1～7 2 (100) 0 0 2
6 2/8～14 2 (100) 0 0 2
8 2/22～28 3 (50) 3 3 3 6
9 3/1～7 1 (100) 0 0 1
10 3/8～14 0 (0) 3 3 3 3
13 3/29～4/4 0 (0) 2 2 2 2

214 (94.3) 2 9 2 11 13 227合計

合計
（人）

季節性（人）新型（人）（％）
週対応月日検体採取週 B

AH3 計

（2010年4月9日現在）

Apdm

表５ 2009年25週～2010年13週（6/15～4/4）三重県週別インフルエンザウイルス分離・検出状況 






